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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 251,178 0.1 30,098 △21.1 29,306 △14.5 25,180 4.0 

28年３月期第２四半期 250,849 4.9 38,143 35.3 34,276 42.2 24,216 57.8 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 9,502 百万円 （△47.8％）  28年３月期第２四半期 18,220 百万円 （26.7％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 79.01 78.97 

28年３月期第２四半期 71.08 71.07 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 1,559,477 345,590 22.1 

28年３月期 1,553,092 392,649 25.2 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 344,169 百万円   28年３月期 391,415 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 4.50 － 12.50 17.00 

29年３月期 － 7.50       

29年３月期（予想）     － 7.50 15.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 517,100 1.8 54,100 △18.0 48,500 △17.1 37,000 △35.3 116.06 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名        －）、除外  －社  （社名        －） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料P.６「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積

りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 342,124,820 株 28年３月期 342,124,820 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 23,328,823 株 28年３月期 1,258,500 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 318,701,780 株 28年３月期２Ｑ 340,682,344 株 

（注）従業員持株会信託口が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております（29年３月期２Ｑ 

1,039,600株、28年３月期 1,202,700株）。また、従業員持株会信託口が保有する当社株式を、期中平均株

式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めております（29年３月期２Ｑ 1,130,256株、

28年３月期２Ｑ 1,376,444株）。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び不確

実な要因に係る仮定を前提として作成しており、実際の業績は異なる結果となる可能性があります。 

 業績予想（平成29年３月期の連結業績予想）に関する事項については、添付資料P.５「１．当四半期決算に関する

定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気に弱さがみられるものの、雇用・所得環境の改善が続くな

かで緩やかな景気回復基調が続いております。しかしながら、先行きについては、金融資本市場の変動影響や海外経

済の下振れリスクなど不透明な状況であります。 

 このような状況のなか、当第２四半期連結累計期間においては、企業価値の極大化に向け、「西武グループ中期事

業計画（2016～2018年度）」に基づき、「強みを活かして、最強の西武グループへ」をテーマとして掲げ、「新たな

視点でスピード感をもって、イノベーションに挑戦」と「さらなる成長へのシフトチェンジ」を基本方針に「長期的

な事業基盤の確立」と「既存事業の強化」を重点課題として取り組んでまいりました。 

 長期的な事業基盤の確立としては、訪日外国人数の増加や人口構造の変化といったパラダイムシフトに対応し、

「インバウンド（訪日外国人）」、「シニア」、「こども」といったマーケットへターゲットを拡大することで、新

たなビジネスモデルを育成し、さらなる収益機会を創出しております。「インバウンド」に対しては、“『観光大国

ニッポン』の中心を担う企業グループへ”をスローガンとして掲げ、外国人向け会員組織「ＳＥＩＢＵ ＰＲＩＮＣ

Ｅ ＣＬＵＢ ｅｍｉ」のサービス開始や旅行代理店向けに当社グループの施設を紹介する「2016西武グループメディ

アＦＡＭツアー」の開催など、グループ一丸となった新たな取り組みを強化しております。 

 また、今後のグループの成長をけん引する一大プロジェクトである「東京ガーデンテラス紀尾井町（グランドプリ

ンスホテル赤坂跡地開発計画）」がグランドオープンするなど、「西武グループ アセット戦略」に基づいたポート

フォリオの組み換えによる再開発を実施いたしました。 

 当第２四半期連結累計期間における経営成績の概況は、営業収益は、2,511億78百万円と前年同期に比べ３億28百

万円の増加（前年同期比0.1％増）となり、営業利益は、300億98百万円と前年同期に比べ80億45百万円の減少（同

21.1％減）となり、償却前営業利益は、518億36百万円と前年同期に比べ60億97百万円の減少（同10.5％減）となり

ました。経常利益は、293億６百万円と前年同期に比べ49億70百万円の減少（同14.5％減）となりました。親会社株

主に帰属する四半期純利益は、251億80百万円と前年同期に比べ９億63百万円の増加（同4.0％増）となりました。

 各セグメントにおける業績は以下のとおりであります。 

                                           （単位：百万円） 

セグメントの名称 

営業収益 営業利益 償却前営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 

前年同期比 

増減 

前年同期比 

増減率 (%) 

当第２四半期 

連結累計期間 

前年同期比 

増減 

前年同期比 

増減率 (%) 

当第２四半期 

連結累計期間 

前年同期比 

増減 

前年同期比 

増減率 (%) 

 都市交通・沿線事業 78,477 △648 △0.8 15,832 △291 △1.8 25,845 △349 △1.3 

 ホテル・レジャー事業 92,960 △661 △0.7 7,990 △2,635 △24.8 13,978 △2,248 △13.9 

 不動産事業 26,196 1,038 4.1 2,903 △5,299 △64.6 6,798 △3,506 △34.0 

 建設事業 47,566 4,768 11.1 1,967 945 92.6 2,144 968 82.3 

 ハワイ事業 8,108 △529 △6.1 △518 △33 － 382 △164 △30.0 

 その他 22,699 71 0.3 2,109 △268 △11.3 3,367 △224 △6.2 

 合計 276,008 4,039 1.5 30,284 △7,582 △20.0 52,515 △5,524 △9.5 

 調整額 △24,830 △3,711 － △185 △462 － △679 △573 － 

 連結数値 251,178 328 0.1 30,098 △8,045 △21.1 51,836 △6,097 △10.5 

 （注）１ 調整額については、主に連結会社間取引消去等であります。 

     ２ 償却前営業利益は、営業利益に減価償却費を加えて算定しております。 
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（都市交通・沿線事業） 

  都市交通・沿線事業の内訳は鉄道業、バス業、沿線レジャー業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとお

りであります。 

                                          （単位：百万円） 

     

平成28年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

平成29年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

増減額 

  営業収益 79,126 78,477 △648 

   鉄道業 51,825 52,170 344 

   バス業 13,158 12,936 △222 

   沿線レジャー業 11,603 10,847 △756 

   その他 2,537 2,523 △14 

 

 鉄道業で、台風被害による一部運休の影響があったものの、雇用情勢の堅調な推移や、沿線での積極的なイベント

活動、沿線観光地のプロモーション強化などにより、旅客輸送人員は前年同期比0.6％増（うち定期1.2％増、定期外

0.3％減）、旅客運輸収入は前年同期比0.3％増（うち定期1.2％増、定期外0.3％減）となりました。

 しかしながら、都市交通・沿線事業の営業収益は、バス業で前年同期に計上したバス共通カード未使用分受入額の

反動減や、沿線レジャー業で一部事業所の営業休止及び夏季プール営業の不調などにより、784億77百万円と前年同

期に比べ６億48百万円の減少（同0.8％減）となりました。営業利益は、158億32百万円と前年同期に比べ２億91百万

円の減少（同1.8％減）となり、償却前営業利益は、258億45百万円と前年同期に比べ３億49百万円の減少（同1.3％

減）となりました。 

 

（ホテル・レジャー事業） 

 ホテル・レジャー事業の内訳はホテル業（シティ）、ホテル業（リゾート）、ゴルフ場業、その他であり、それぞ

れの営業収益は以下のとおりであります。 

                                          （単位：百万円） 

     

平成28年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

平成29年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

増減額 

  営業収益 93,621 92,960 △661 

   ホテル業（シティ） 51,643 49,929 △1,713 

   ホテル業（リゾート） 20,235 20,180 △55 

   ゴルフ場業 7,229 7,350 121 

   その他 14,513 15,500 986 

 （注）１  ホテル業（シティ）には主に大都市圏の中心商業地域やターミナル及びその周辺地域に立地する 

      ホテルを含んでおります。ホテル業（リゾート）には主に観光地や避暑地に立地するホテルを含 

      んでおります。 

        ２ 以降の項目において、ホテル業（シティ）に属するホテルを「シティ」、ホテル業（リゾート） 

      に属するホテルを「リゾート」と称する場合があります。 

 

 ホテル業全体で、レベニューマネジメント（注１）を継続して実施したことや海外での営業拠点の拡大、プロモー

ションの強化、ホテルのリニューアル工事など積極的な取り組みを実施いたしました。特に宿泊部門では、より高単

価な客層へマーケットチェンジをはかったことなどから、シティ・リゾートともに平均販売室料が前年同期比を上回

り、ＲｅｖＰＡＲ（注２）が上昇いたしました。 

 また、「東京ガーデンテラス紀尾井町（グランドプリンスホテル赤坂跡地開発計画）」内に「ザ・プリンスギャラ

リー 東京紀尾井町」を開業いたしました。 

 

   （注）１ レベニューマネジメントとは、需要予測に基づき、適切な時期に適切な価格にてお客さまにサービス

       を提供し、利益を最大化する手法であります。

     ２ ＲｅｖＰＡＲとは、Revenue Per Available Roomの略であり、宿泊に係る収入を客室総数で除したも 

       のであります。 

 

 そのほか、株式会社横浜八景島では平成27年７月の仙台うみの杜水族館開業やアクアパーク品川のリニューアルな

どにより、前年同期比で来場者数が増加いたしました。 
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 ホテル・レジャー事業の営業収益は、東京プリンスホテル及びグランドプリンスホテル高輪の耐震補強工事による

営業休止の影響があったものの、既存ホテルのＲｅｖＰＡＲの上昇やＭＩＣＥ（注）の好調な推移などによる増収が

あった結果を踏まえ、929億60百万円と前年同期に比べ６億61百万円の減少（同0.7％減）となりました。営業利益

は、上記要因の減収による減益に加え、「ザ・プリンスギャラリー 東京紀尾井町」の開業にともなう一時的な経費

の計上などにより、79億90百万円と前年同期に比べ26億35百万円の減少（同24.8％減）となり、償却前営業利益は、

139億78百万円と前年同期に比べ22億48百万円の減少（同13.9％減）となりました。 

 

 （注）ＭＩＣＥとは、企業などの会議（Meeting）、企業などがおこなう報奨・研修旅行（インセンティブ旅行） 

       （Incentive Travel）、国際機関・団体、学会などがおこなう国際会議（Convention）、展示会・見本市、 

       イベント（Exhibition/Event）の頭文字であり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総 

       称であります。 

 

（不動産事業） 

 不動産事業の内訳は不動産賃貸業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。 

                                                                                   （単位：百万円） 

     

平成28年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

平成29年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

増減額 

  営業収益 25,158 26,196 1,038 

   不動産賃貸業 15,899 17,169 1,269 

   その他 9,258 9,027 △230 

 

 不動産賃貸業で、「東京ガーデンテラス紀尾井町（グランドプリンスホテル赤坂跡地開発計画）」がグランドオー

プンいたしました。当該物件においては、オフィス部分24フロアに入居するテナントがすべて決定しております。 

 また、所沢の「西武第二ビル」にテナント企業を誘致するなど保有資産の有効活用及び収益性の向上に取り組んで

まいりました。 

 これらの結果、不動産事業の営業収益は、261億96百万円と前年同期に比べ10億38百万円の増加（同4.1％増）とな

りました。しかしながら、営業利益は、「東京ガーデンテラス紀尾井町（グランドプリンスホテル赤坂跡地開発計

画）」の開業にともなう一時的な経費の計上により、29億３百万円と前年同期に比べ52億99百万円の減少（同64.6％

減）となりました。償却前営業利益は、67億98百万円と前年同期に比べ35億６百万円の減少（同34.0％減）となりま

した。 

 

（建設事業） 

 建設事業の内訳は建設業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。 

                                                                                   （単位：百万円） 

     

平成28年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

平成29年３月期 

第２四半期 

連結累計期間 

増減額 

  営業収益 42,798 47,566 4,768 

   建設業 31,198 34,625 3,427 

   その他 11,599 12,940 1,341 

 

  建設業で、鉄道工事や分譲住宅の建設、公共工事の施工を進めたほか、利益率を重視した厳正な受注管理や継続的

な与信管理に加え、原価管理についても強化に努めてまいりました。 

  これらの結果、建設事業の営業収益は、建設業で土木工事やリノベーション工事の増加、造園請負工事の増加など

があり、475億66百万円と前年同期に比べ47億68百万円の増加（同11.1％増）となりました。営業利益は、19億67百

万円と前年同期に比べ９億45百万円の増加（同92.6％増）となり、償却前営業利益は、21億44百万円と前年同期に比

べ９億68百万円の増加（同82.3％増）となりました。

 

（ハワイ事業） 

 ハワイ事業では、マウナケアビーチホテルで「オートグラフ・コレクション」の加盟効果やハプナビーチプリンス

ホテルで積極的な営業施策により個人客利用が増加したことなどで、好調に推移いたしました。
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 これらの結果、ハワイ事業の営業収益は、ドル建てでは増収となったものの、為替レートの変動により、81億８百

万円と前年同期に比べ５億29百万円の減少（同6.1％減）となり、営業損失は、５億18百万円（前年同期は、営業損

失４億85百万円）となり、償却前営業利益は、３億82百万円と前年同期に比べ１億64百万円の減少（同30.0％減）と

なりました。 

 

（その他） 

 伊豆箱根事業では、箱根地区を中心にインバウンドの誘客施策を強化してまいりました。近江事業では、近江鉄道

株式会社が創立120周年を記念したイベントや乗車券の販売を実施いたしました。西武ライオンズでは、西武プリン

スドームで各種営業施策の実施により、観客動員数が前年同期比で増加いたしました。 

 これらの結果、営業収益は、226億99百万円と前年同期に比べ71百万円の増加（同0.3％増）となりました。しかし

ながら、営業利益は、西武ライオンズで経費が増加したことなどにより、21億９百万円と前年同期に比べ２億68百万

円の減少（同11.3％減）となり、償却前営業利益は、33億67百万円と前年同期に比べ２億24百万円の減少（同6.2％

減）となりました。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間までの業績等を踏まえ、平成28年５月12日に公表い

たしました業績予想を変更しております。

 営業収益は、第２四半期連結累計期間までの業績およびハワイの不動産売却等により、5,171億円（前期比1.8％

増）と前回予想から29億円上方修正をしております。営業利益は、各種コストの減少などもあり、541億円（同

18.0％減）と前回予想から57億円上方修正したほか、償却前営業利益は1,005億円（同5.8％減）と前回予想から50億

円上方修正しております。

 各セグメントにおける営業収益及び営業利益、償却前営業利益の見通しは以下のとおりであります。

 

                                             （単位：億円） 

セグメントの名称 

営業収益 営業利益 償却前営業利益 

当連結 

会計年度 

(予想) 

前回公表値 

増減率 (%) 

前期比 

増減率 (%) 

当連結 

会計年度 

(予想) 

前回公表値 

増減率 (%) 

前期比 

増減率 (%) 

当連結 

会計年度 

(予想) 

前回公表値 

増減率 (%) 

前期比 

増減率 (%) 

 都市交通・沿線事業 1,566 △1.1 △0.5 261 3.6 0.8 470 1.5 0.6 

 ホテル・レジャー事業 1,888 △1.8 0.4 130 14.0 △37.0 260 5.7 △18.9 

 不動産事業 541 △0.4 8.9 65 18.2 △55.3 148 5.7 △21.1 

 建設事業 1,122 8.3 6.9 45 40.6 21.8 49 36.1 21.0 

 ハワイ事業 232 11.0 20.2 35 218.2 － 56 75.0 354.2 

 その他 371 △1.9 △1.2 5 0.0 △53.9 32 0.0 △13.3 

 合計 5,720 0.8 2.7 541 15.4 △16.7 1,015 7.0 △4.7 

 調整額 △549 － － － △100.0 △100.0 △10 － － 

 連結数値 5,171 0.6 1.8 541 11.8 △18.0 1,005 5.2 △5.8 

(注) 調整額については、主に連結会社間取引消去等であります。 

 

 経常利益は485億円（同17.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は370億円（同35.3％減）と、前回予想から

それぞれ78億円、75億円上方修正しております。

 

（注）連結業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正にともない、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、定率法を採用している当社及び一

部の連結子会社において、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率

法から定額法に変更しております。 

 この変更による損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 22,417 19,780 

受取手形及び売掛金 55,990 49,524 

分譲土地建物 8,456 9,295 

商品及び製品 1,405 1,419 

未成工事支出金 4,571 6,089 

原材料及び貯蔵品 2,313 2,715 

繰延税金資産 4,343 5,039 

その他 37,404 12,609 

貸倒引当金 △88 △66 

流動資産合計 136,813 106,406 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 400,287 490,481 

機械装置及び運搬具（純額） 51,065 50,148 

土地 736,958 733,165 

リース資産（純額） 1,680 1,538 

建設仮勘定 83,395 36,945 

その他（純額） 12,862 16,819 

有形固定資産合計 1,286,249 1,329,098 

無形固定資産    

リース資産 12 14 

その他 6,485 6,473 

無形固定資産合計 6,497 6,488 

投資その他の資産    

投資有価証券 65,715 59,936 

長期貸付金 366 366 

退職給付に係る資産 41,861 41,219 

繰延税金資産 8,507 8,972 

その他 8,105 7,695 

貸倒引当金 △1,024 △706 

投資その他の資産合計 123,531 117,483 

固定資産合計 1,416,278 1,453,070 

資産合計 1,553,092 1,559,477 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 31,327 21,366 

短期借入金 181,064 197,794 

リース債務 547 535 

未払法人税等 6,983 7,967 

前受金 23,026 26,612 

賞与引当金 5,395 5,761 

その他の引当金 3,674 3,536 

資産除去債務 55 57 

その他 65,782 84,467 

流動負債合計 317,855 348,099 

固定負債    

長期借入金 622,877 629,335 

鉄道・運輸機構長期未払金 33,197 30,669 

リース債務 1,260 1,115 

繰延税金負債 111,296 110,690 

再評価に係る繰延税金負債 12,338 12,336 

役員退職慰労引当金 1,345 1,084 

その他の引当金 185 201 

退職給付に係る負債 30,821 31,368 

資産除去債務 1,698 1,704 

持分法適用に伴う負債 － 17,398 

その他 27,565 29,883 

固定負債合計 842,587 865,787 

負債合計 1,160,443 1,213,887 

純資産の部    

株主資本    

資本金 50,000 50,000 

資本剰余金 129,357 129,373 

利益剰余金 139,443 160,628 

自己株式 △2,020 △54,705 

株主資本合計 316,780 285,296 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 12,536 8,052 

土地再評価差額金 18,680 18,678 

為替換算調整勘定 10,515 2,354 

退職給付に係る調整累計額 32,901 29,787 

その他の包括利益累計額合計 74,634 58,873 

新株予約権 278 385 

非支配株主持分 954 1,034 

純資産合計 392,649 345,590 

負債純資産合計 1,553,092 1,559,477 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益 250,849 251,178 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 196,786 203,104 

販売費及び一般管理費 15,919 17,975 

営業費合計 212,706 221,080 

営業利益 38,143 30,098 

営業外収益    

受取利息 5 5 

受取配当金 354 388 

バス路線運行維持費補助金 226 222 

持分法による投資利益 17 3,751 

その他 531 627 

営業外収益合計 1,136 4,995 

営業外費用    

支払利息 4,803 5,310 

その他 199 476 

営業外費用合計 5,002 5,786 

経常利益 34,276 29,306 

特別利益    

固定資産売却益 294 3,367 

工事負担金等受入額 63 18 

補助金収入 98 316 

投資有価証券売却益 0 － 

資産除去債務戻入益 273 － 

その他 － 580 

特別利益合計 731 4,283 

特別損失    

減損損失 180 41 

固定資産売却損 83 8 

固定資産除却損 407 1,026 

工事負担金等圧縮額 63 18 

固定資産圧縮損 80 296 

投資有価証券売却損 4 － 

投資有価証券評価損 0 0 

訴訟損失 715 3 

その他 94 585 

特別損失合計 1,629 1,980 

税金等調整前四半期純利益 33,377 31,609 

法人税、住民税及び事業税 8,004 7,333 

法人税等調整額 1,057 △988 

法人税等合計 9,062 6,344 

四半期純利益 24,315 25,264 

非支配株主に帰属する四半期純利益 98 84 

親会社株主に帰属する四半期純利益 24,216 25,180 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 24,315 25,264 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △3,104 △4,484 

土地再評価差額金 7 － 

為替換算調整勘定 886 △8,160 

退職給付に係る調整額 △3,883 △3,116 

その他の包括利益合計 △6,094 △15,761 

四半期包括利益 18,220 9,502 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 18,127 9,420 

非支配株主に係る四半期包括利益 93 82 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社の連結子会社は、平成28年４月に株式会社ＮＷコーポレーション（以下「ＮＷ社」という。）の株式を取得

し、第１四半期連結会計期間よりＮＷ社は当社の持分法適用関連会社となりました。それにともない、ＮＷ社が保

有する当社株式について、当社の持分相当額を自己株式として計上しております。当該自己株式の計上等により、

当第２四半期連結累計期間において自己株式が52,684百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株

式が54,705百万円となっております。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

 
都市交通 

・沿線事業 

ホテル・ 
レジャー 

事業 
不動産事業 建設事業 ハワイ事業 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

営業収益 79,126 93,621 25,158 42,798 8,637 22,628 271,968 △21,119 250,849 

セグメント利益 

又は損失（△） 
16,124 10,626 8,203 1,021 △485 2,377 37,867 276 38,143 

 （注）１ 「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業及び西武ライオンズを含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額276百万円については、主に連結会社間取引消去等であ

ります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっておりま

す。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

 
都市交通 

・沿線事業 

ホテル・ 
レジャー 

事業 
不動産事業 建設事業 ハワイ事業 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

営業収益 78,477 92,960 26,196 47,566 8,108 22,699 276,008 △24,830 251,178 

セグメント利益 

又は損失（△） 
15,832 7,990 2,903 1,967 △518 2,109 30,284 △185 30,098 

 （注）１ 「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業及び西武ライオンズを含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△185百万円については、主に連結会社間取引消去等で

あります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっておりま

す。

 

- 11 -

㈱西武ホールディングス（9024）　平成29年３月期　第２四半期決算短信



４．補足情報

（１）鉄道事業運輸成績

グループ中核会社である連結子会社の西武鉄道株式会社における鉄道事業運輸成績は次のとおりであります。 

 

① 鉄道事業輸送人員 

（単位：千人） 

 

前第２四半期 

（自 平成27年４月１日 
  至 平成27年９月30日） 

 

当第２四半期 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 
 

比較増減 
増減率 

（％） 

定     期 203,985 206,397 2,411 1.2

  通   勤 155,251 157,794 2,543 1.6

  通   学 48,734 48,603 △131 △0.3

定  期  外 122,446 122,140 △306 △0.3

計 326,432 328,538 2,105 0.6

（注）千人未満を切り捨てて表示しております。増減率（％）は小数点以下第２位を四捨五入して表示してお

ります。

 

② 鉄道事業旅客運輸収入 

（単位：百万円） 

 

前第２四半期 

（自 平成27年４月１日 

  至 平成27年９月30日） 

 

当第２四半期 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 

 

比較増減 
増減率 

（％） 

定     期 22,128 22,389 261 1.2

  通   勤 20,136 20,407 270 1.3

  通   学 1,991 1,982 △9 △0.5

定  期  外 26,938 26,844 △94 △0.3

 （うち特急料金） 1,620 1,694 73 4.6

計 49,066 49,233 166 0.3

（注）百万円未満を切り捨てて表示しております。増減率（％）は小数点以下第２位を四捨五入して表示して

おります。
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